
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３００７ 

令和５年度 工業科（工業化学科） 

 

教科 工業 科目 工業化学 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 工業化学２（実教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

有機化学の基礎を学び、石油工業や各種工業材料（セラミックス・金属・高分子など）について、伝統

的な材料と新素材の違い、および複合材料の特性について学びます。また、生命、生活を支える化学工業、

物質の安全な取り扱いや現在の化学工業の全体像を身につけ、１、2 年時に学習した無機化学に加え科学

全般の知識を習得します。 

 

２ 学習の到達目標 

・有機化学の基礎を学び、石油工業について理解する 

・各種工業材料（高分子）について、伝統的な材料と新素材の違い、および複合材料の特性について理解

させる。 

・生活を支える化学工業、物質の安全な取り扱いや環境との関わり、現在の化学工業の全体像を正しく把

握させる。 

 

３ 学習評価（評価基準と評価方法） 

観点 a：関心・意欲・態度 b：見方や考え方 c：技能 d：知識・理解 

観点 

の 

趣旨 

実習や授業で取り扱

う化学製品について、

生活とリンクさせて

身に付ける。 

化学製品の製造に関

する製造プロセスに

ついての理解を目指

し、日々進歩する情報

や幅広い知識と技術

を基に、技術者として

適切に判断できる能

力を身に付けている。 

化学製品の製造に関

する基礎的知識を身

に付け、環境に配慮し

た化学製品の製造を

計画し、その技術を適

切に活用している。 

化学製品の製造に関

する代表的なプロセ

スを理解し、時代的背

景や現代社会におけ

る工業の意義や役割

を理解している。 

評価 

方法 

学習状況の観察 

ノートの記述 

等 

学習状況の観察 

ノートの記述 

定期考査の結果 

等 

学習状況の観察 

ノートの記述 

定期考査の結果 

等 

学習状況の観察 

ノートの記述 

定期考査の結果 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

  



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

 

単

元

名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価基準 評価方法 ａ ｂ ｃ ｄ 

 

 

 

 

 

１ 

学

期 

 

第

12

章 

石

油

と

化

学 

1. 原油と石油製品 

 

 

 

 

 

2. 有機化合物の基礎 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

ａ:原油を元として様々な有機化

学製品がつくられていることに

関心をもつ。 

ｂ:石油精製プロセスと石油製品

の製法の関連、また、地球環境問

題の観点も理解する。 

ｃ：元素分析法、分子量の測定に

より目標の分子を推定する。 

ｄ:有機化合物の命名法について

理解する。 

授業評価 

ノート 

定期考査 

 

 

 

 

 

２

学

期 

第

13

章  

石

油・

石

炭

の

化

学

工

業 

1. 石油の精製 

 

 

 

2. 石油化学工業 

 

 

3. 天然ガス・石炭の化学

工業 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

〇 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

ａ:原油などの資源を元として

様々な有機化学製品がつくられ

ていることに関心をもつ 

ｂ: 化学工業が資源の有効利用、

環境への配慮という観点から発

展してきたことを理解する。 

ｃ:化学反応のメカニズムについ

て理解する。 

ｄ:有機化合物の化学式、名前、

特性を知る。 

授業評価 

ノート 

定期考査 

 

 

 

 

３

学

期 

第

14

章 

工

業

材

料

と

新

素

材 

3. 高分子材料 〇 

 

〇 〇 〇 ａ:身の回りに多くの高分子材料

が使われることに関心をもち、

天然の高分子との関連について

関心をもつ。 

ｂ:高分子材料の個々の特性か

ら、共重合について理解を深め

る。 

ｃ:重合反応、また加水分解等の

反応を実習とも関連付けて理解

する。 

ｄ:高分子材料の原料、合成法、

また成形法について理解する。 

 

授業評価 

ノート 

定期考査 

 

  



 

※令和３年度以前入学生用 

 

※ 表中の観点について    a: 関心・意欲・態度   b: 思考・判断・表現  

c:技能          d: 知識・理解 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小 

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ 

いて○を付けている。 

 

 


